
■
Ｇギ

ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
っ
て
？

　
文
部
科
学
省
が
掲
げ
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
は
、
１
人
１
台
の
端
末
と

学
校
内
に
お
け
る
高
速
大
容
量
の
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
一
体
的
に
行

い
、
従
来
の
教
育
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
新
た
な
時
代
を
生
き
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
「
個
別
最
適
化
さ
れ
、

創
造
性
を
育
む
教
育
」
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
と
は
、「G

lo
b
a
l a

n
d
 

In
n
o
v
a
tio

n
 G

a
te

w
a
y

 fo
r A

ll

」

の
略
で
、「
全
て
の
人
に
グ
ロ
ー
バ
ル

で
革
新
的
な
入
口
を
」
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、
全
国

的
に
大
幅
に
前
倒
し
し
て
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
昨
年
度
末
に
整
備
が
完

了
し
、
本
年
度
か
ら
町
内
全
て
の
小
中

学
校
で
、
そ
の
活
用
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

■
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

　
で
広
が
る
学
び

　
１
人
１
台
に
端
末
が
整
備
さ
れ
た
こ

と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
ご

紹
介
し
ま
す
。

①
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
教
材
の
活
用

　
一
人
一
人
の
習
熟
の
程
度
に
応
じ
、

最
適
化
さ
れ
た
難
易
・
量
の
問
題
集
が

そ
れ
ぞ
れ
に
提
示
さ
れ
ま
す
。
一
斉
型

の
授
業
で
は
難
し
か
っ
た
、
理
解
に
差

が
あ
る
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
へ
の
細

や
か
な
対
応
が
可
能
で
す
。

②
調
べ
学
習

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
サ
イ
ト
を
活

用
し
た
情
報
収
集
だ
け
で
な
く
、
野
外

活
動
な
ど
を
写
真
や
動
画
と
し
て
記
録

可
能
。
情
報
活
用
能
力
の
習
得
に
つ
な

が
り
ま
す
。

③
資
料
作
成

　
収
集
し
た
情
報
を
整
理
し
、
ア
プ
リ

を
使
っ
た
資
料
づ
く
り
を
通
し
て
論
理

的
思
考
を
身
に
付
け
ま
す
。

④
協
働
学
習

　
従
来
の
授
業
で
は
、
手
を
挙
げ
た
子

ど
も
だ
け
が
意
見
を
発
表
し
て
い
た
た

め
、
自
ら
表
現
で
き
な
い
子
ど
も
も
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
教
育
で
は
、
子

ど
も
同
士
が
互
い
の
考
え
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
共
有
で
き
、
双
方
向
の
意
見
交

換
が
活
発
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑤
家
庭
学
習

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
持
ち
帰
り
、
自

宅
で
の
学
習
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
受

講
が
で
き
、
よ
り
深
い
学
び
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
な
ど
に
よ
る
臨

時
休
校
時
で
も
、
学
び
の
機
会
が
保
障

さ
れ
ま
す
。

■
教
員
の
働
き
方
改
革

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
は
、
先
生

た
ち
の
働
き
方
改
革
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
康
管
理
や
成
績

管
理
な
ど
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
で
効
率
化
す
る
こ
と
で
、
業
務
負

担
の
軽
減
が
図
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
と

の
時
間
の
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　これから到来する、人工知能（ＡＩ）などの技術革新が一層進展した社会では、私たちの暮らし
や働き方が大きく変化すると予想されています。今後10～20年程度で、半数近くの仕事が自動化さ
れる可能性があり、子どもたちの多くは将来、今はまだ存在していない職業に就くとも言われます。
　国は、令和の学びのスタンダードとして「ＧＩＧＡスクール構想」を掲げ、子どもたちが新たな
社会を生き抜くために必要な力を育てようとしています。コロナ禍で前倒しとなったこの構想で、
本町の学校教育がどのように変わっていくのか。その現場を取材しました。

甲佐の将来を担う子どもたちの新たな学びがはじまっています

教
育
×
Ｉ
Ｃ
Ｔ

特
集

１
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Ｇ
Ａ
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Ｇ
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。
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、
災
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に
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の
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■
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の
働
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先
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の
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方
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績
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❖特集　教育×ＩＣＴ

■タブレット端末
Ａｐｐｌｅ社のｉＰａｄ（第７世代）と外付

けキーボードを一体で導入。新学習指導要領

の「キーボード入力」などの学習にも対応。

有害サイトの閲覧制限などセキュリティ対策

も安心。

■通信ネットワーク
ＮＴＴドコモが提供するＬＴＥ回線を利用。

Wi-Fi などの無線ＬＡＮに比べて接続が安定し

ており、家庭や校舎外での利用も可能。

■搭載アプリ
　　ロイロノート・スクール

自分たちの考えたことをカードを使って簡単

に共有できるアプリ。さまざまな授業で活用。

先生と児童生徒間の連絡などにも使用。

　　eライブラリ
学習を補完するデジタルコンテンツ。収録さ

れたドリル問題の習熟度などを確認すること

で、先生が個人のつまづきを把握できる。

こんな端末を使っています！

２

３

１_ タブレット端末を手に笑顔を見せる甲佐小の子どもたち　２_ 総合学習の

一環で町水道管理センターを見学しながらタブレット端末で施設の様子を記

録する龍野小児童たち　３_ 自分の考えをキーボード入力する甲佐中生徒た

ち　４_ 白旗小学校の職員室では児童が動画撮影した宿題「音読練習」の提

出・採点・返却がタブレット端末で行われていた

◀キーボードとカバー

　の一体型は中学生や

　先生たちが使用

４
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■
親
子
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
考
え
る
機
会
を

　
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
整
備
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
約
４
カ
月

が
た
ち
ま
し
た
。
本
校
で
も
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
授

業
で
の
活
用
を
進
め
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
先
月
開
催
し
た
親
子
タ
ブ
レ
ッ
ト
講
習
会
は
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
に
学
校
教
育
の
今
を
知
っ
て
も
ら
い
、
お

子
さ
ん
と
共
有
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
で
企
画
し
ま
し

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
五
嶋
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
授

業
で
活
用
す
る
ア
プ
リ
な
ど
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
保
護
者
の
中
に
は
、
初
め
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
触

れ
る
方
も
お
ら
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た

ち
は
授
業
の
中
で
こ
れ
ら
を
使
い
こ
な
し
て
お
り
、
そ

の
吸
収
力
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
情
報
が
簡
単
に
手
に
入
る
社
会
だ
か
ら
こ

そ
、
そ
こ
に
潜
む
危
険
に
気
を
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
教
育
で
は
、
情
報
モ
ラ
ル
や
ネ
ッ
ト

リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
っ
た
、
情
報
を
正
し
く
活
用
す
る
た

め
の
考
え
方
や
能
力
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
情
報
を
適
切
・
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
導

く
た
め
に
は
、
学
校
で
だ
け
で
な
く
家
庭
で
の
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
ご
家
庭
で
利

用
す
る
時
の
ル
ー
ル
作
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
児
童
の
皆
さ
ん
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
に
は
十
分
気
を
付
け
て
、
楽
し
い
夏
休
み
を
過

ご
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　７月２日（金）乙女小学校で親子タブレット講習会が開催されました。この講習会は、ＩＣＴ（情
報通信技術）の活用が進む学校教育について知ってもらおうと同校（金﨑健次校長）が企画。ＩＣ
Ｔ支援員の五嶋恵梨さんが、授業でのタブレット端末の活用方法や情報モラル、家庭での利用時の
注意点などを説明し、保護者は子どもたちと一緒に操作しながら新しい学びについて考えました。

ＩＣＴを適切・安全に使いこなすために

親 子 で 考 え る
新 た な 情 報 教 育

乙女小学校

金﨑 健次 校長
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■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
可
能
性
を
子
ど
も
た
ち

　

の
学
び
に
つ
な
げ
る
た
め
に

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
っ
て
授
業
の
幅
が
広
が
り
、

子
ど
も
た
ち
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
導
入
さ

れ
て
か
ら
、
よ
り
意
欲
的
に
授
業
を
受
け
て

い
ま
す
。

　
算
数
の
立
体
図
形
問
題
で
は
、
今
ま
で
平

面
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
も
の

が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
立
体
を
回
転
し
な

が
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
苦
手
な
子

ど
も
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
学
習
が
で
き
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
音
楽
や
体
育
の
授
業
で

は
、
演
奏
や
競
技
の
様
子
を
動
画
撮
影
し
な

が
ら
、
友
だ
ち
同
士
で
共
有
す
る
こ
と
で
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
新
た
な
気
付
き
や
発

見
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
一
人
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が

行
き
渡
っ
た
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康

管
理
や
成
績
管
理
と
い
っ
た
日
常
業
務
の
効

率
化
も
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

紙
に
よ
る
提
出
で
は
必
要
だ
っ
た
集
計
作
業

が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
通
す
こ
と
で
不
要

に
な
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
持
つ
可
能
性
の

大
き
さ
を
実
感
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者

の
尽
力
に
よ
っ
て
、
新
た
な
教
育
環
境
が
整

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
可
能
に
す
る
多
様
な

学
び
を
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
つ
な
げ
る
た

め
に
は
、
私
た
ち
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導

力
の
向
上
も
急
務
で
す
。
模
索
が
続
く
毎
日

で
す
が
、
変
化
を
前
向
き
に
受
け
止
め
、
新

た
な
時
代
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
と
共
に
成

長
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

❖特集　教育×ＩＣＴ

　コロナ禍により急速に押し進められた１人１台のタブレット端末整備

をはじめとする教育へのＩＣＴの導入は、教育現場を大きく変えています。

新たな教育を効果的なものにするため、ＩＣＴを活用した授業方法に対

応する先生たちの努力が続いていますし、家庭学習でタブレット端末を

駆使して子どもたちが幅広い学びの機会を得るためには、保護者の皆さ

んのサポートも必要です。

　しかし、一番大切なことは、ＩＣＴは子どもたちの学びをサポートす

る手段の１つに過ぎない、ということです。社会を生き抜くために必要な「人間力」を培ってい

くためには、これまでと同様に、先生や友だちとのコミュニケーションが重要ですし、読み書き

などの基礎的な学びは変わりません。今後、大学入試や資格試験で情報端末を使った試験方式

（Computer Based Testing）の採用が見込まれるなど、子どもたちに求められる能力も変化しています

が、教育の本質は不変です。

　本町では、これまでの学校教育とＩＣＴを活用した学びを融合させた新たな学びを創造しなが

ら、甲佐の子どもたち１人１人が自分らしく輝ける教育づくりを目指しています。

蔵田 勇治 教育長

ＩＣＴ導入で変わるべき事と変わってはいけない事

１

２

１_ 電子黒板とデジタル教材を使った授業

では、子どもたちの考えを共有できる

２_ 外付けキーボードを使って入力作業な

どの基本操作を学ぶ子どもたち

「
教
育
×
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
の
最
前
線

甲佐小学校  ＩＣＴ主任

太田  和幸 先生
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